
〈
特

集

「
倫

理

の
教

育

」

４

〉

倫
理
-
教
育
の
過
去
と
未
来

―
―
今
こ
そ
枠
組
み
転
換
を
―
―

序
　
　

論

本

シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
テ

ー
マ
は
「
倫
理
の
教
育
」
で
あ

る
。
こ

れ
を
論
ず

る
に
は
、
倫
理
、
教
育
を
論
じ

る
必
要
が
あ
る
。
本
論

の
論
旨

は
表
題

の
と

お
り
、
両
者
共

に
過
去
の
も
の

は
、
時
代
遅
れ
、
時
代
不
適
応
で

あ
り

、
未

来
の
た
め
に
、
今
根
本
的
枠
組
み
転
換
が
必
須
で
あ
る
と

い
う
こ

と
に
あ
る
。

生
物
は
ど
れ
だ
け
「
真
理
を
知
り
、
倫
理
を
行
う
」

か
に
よ

っ
て
そ
れ
相

応
の
世
界

を
享
受

し
、
共

有
す

る
。
「
知
」

に
つ

い
て

は
ブ

ッ
ダ
の
「
群
盲

撫
象
」

の
譬
喩
が
あ
る
。
人
間
の
起
こ
す
テ
ロ
、
戦
争
、
天
災
、
地
変
を
初

め
と
す

る
地
球
問
題

群
は
群
盲
が
無
知
に
し
て

騒
擾
を
起
こ
す
に
等
し
い
。

「
行
」
に
つ
い
て
は
「
鳥
■
尊
者
」
の
実
話
が
あ
る
。
鳥
の
巣
の
よ
う
に
樹

上
修
行
の
尊
者

に
そ
の
地

の
長
官
と
し
て
赴
任
し

た
著
名

人
白
楽
天
が
「
危

な
い
ぞ
！

」
と
叫
ぶ
と
、
「
危

な
い
の

は
お
前
の
方

だ
」

と

尊
者

は
言

い
、

吉
　

田
　
　
　

收

「
仏
教

は
何
を
教
え
る

か
」
の
問
い

に
「
七

仏
通
誡
偈
」
と

さ
れ
る
「
諸
善

奉
行
、
諸
悪

莫
作

、
自
浄
其
意
、
是
諸
仏

教
」

を
引
用
し

た
。
「
そ
ん
な
こ

と

は
七
歳

の
小
児

も
知
る
」
と
言
う
白
楽
天

に
「
八
〇
の
老
翁
と

い
え
ど
も

な
し
得
ず
」

と
尊

者
は
諭
し

た
。
全
体
真
理
の
無

知
、
普
遍
倫
理
の
不
行
が

一
切
問
題

の
根
源

に
な
っ
て

い
る
。

無
知
妄
信
で
軽

挙
盲
動
す
れ
ば
大
規
模
強
力
な
現
代
機
構

の
損
害
は
計
り

知
れ
な

い
。
「
知

は
力
」
と
し

た
ベ
ー
コ
ン
は
「
科
学

的
知
識
が
全
て
を
解

決
す
る
」
と
し
て

「
新
し

い
オ
ル

ガ
ノ

ン
」
を
提
示

し
た
が
、
「
分
科
の
学

問
」
で
あ
る
科
学

は
「
総
合
の
学
道
」
が
必
要
で

あ
る
。
「
知

は
力
」
で
は

な
く
真
知
に
よ
る
「
行
が
力
」
で
あ

る
。
知
行
の
う
ち
、
知
は
間
接

的
効
果

を
も

ち
、
行

は
直
接
効
果
を
も
つ
。
し
た
が

っ
て
行
動

の
規
範
で
あ

る
倫
理

は
実
質
的

に
最
も
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
真
理
の
知
、
倫
理

の
行
の
教
育
、

な

か
ん
ず

く
、
知
識
偏
重
の
現
代
に
お
い
て

「
倫
理

の
教
育
」

は
人
生
問
題
、

｜　倫理 一教育の過去と未来33



地
球
問
題
群
の
解
決

に
お

い
て
最
も
緊
要
の
課
題
で
あ
る
。
今
回

の
テ
ー
マ

は
誠

に
的
を
射
た
も
の
で
あ

る
。

あ
る
ギ
リ
シ
ャ
の
哲
学
者
は
「
智
恵
を
持
っ
て
い
な
い
な
ら
首
を
括
る
縄

を
持
て
」

と
言

っ
た
。
俗
習

、
旧
習

の
教
育

は
害

を
及
ぼ
す
故

に
す
ぐ
に
や

め
た
ほ
う
が
よ
く
、

新
た
に
教
育
の
目
的
や
方
法

は
徹
底

的
に
追
究
さ
れ
な

け
れ

ば
な
ら
な
い
。

道
元

が
中
国
で

一
生
懸
命
先

人
の
語

録
に
学
ん
で

い
た

あ
る
日
、
西
川

の
僧
が
問
う
、

「
何
の
用

ぞ
？
」

「
故
人
の
行
履
を
知
ら
ん
。
」

「
何
の
用
ぞ
？

」

「
卿
に
帰

っ
て
教
化
せ
ん
。
」

「
何
の
用
ぞ
？

」

「
衆
生
を
利
益
せ
ん
。
」

「
畢
竟
し
て
何
の
用
ぞ
！
」

以
後
道
元

は
ひ

た
す

ら
坐
禅

弁
道
し
て

「
眼

横
鼻
直
」

を
明

め
、
「
空
手

還

卿
」
、
山
河

大
地
心
を
も
っ
て

衆
生
を
利
益
し
て

い
る
。
「
究
極
の
所
如
何
」

と
「
究
極
の
真
理
」
を

知
ら
ず
、
「
普
遍

の
倫
理
」
を
行

わ
ず
、
世

俗
の
名

利
の
二
船

に
溺
れ
、
三
毒

（
貪
瞋
痴
）
を
飲
ん
で
、
心
病
み
、
命
失
う
故

に
、

「
世
界

は
熾
燃
と
し
て
燃
え
」
「
涙

の
大
海
」
が
あ
る
。

地
球
生
命
系

に
生
ま
れ
な
が
ら
、
今
や
異
常
増
殖
し
て
母
体
を
脅

か
す
癌

の
ご
と
き
人
類
の
文
明
系

は
地
球

規
模

に
地
球
生
命
を
破
局

に
向

か
わ
せ
る

地

球
問
題

群
を
引
き
起
こ

し
て

い
る
。

そ
の
規
模

と
重
大

さ
か
ら

、
今

や
倫

理

も

教

育

も

共

に

そ

の

知

行

の

枠

組

み

を

根

本

的

に

転

換

す

る

必

要

が

あ

る

。

以

下

に

四

諦

の

方

法

に

倣

っ

て

、

一
、

問

題

、

二

、

原

因

、

三

、

解

決

、

四

、

方

法

の

順

で

こ

の

問

題

を

扱

う

。

本
　
　

論

一
　

問
　

題

お

ぞ

ま

し

い

事

件

や

戦

争

、

お

そ

ろ

し

い

災

害

や

惨

禍

の

激

化

は

末

世

、

破

局

を

思

わ

せ

、

解

決

不

能

の

絶

望

を

抱

か

せ

る

。

し

か

し

、

こ

れ

は

小

見

、

焦

慮

の

妄

想

こ

き

、

為

損

じ

で

あ

り

転

換

可

能

で

あ

る

。

七

〇

年

代

ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク

の

地

下

鉄

で

見

た

ポ

ス

タ

ー

に

は

ア

メ

リ

カ

イ

ン

デ

ィ

ア

ン

が

頬

に

一

筋

の

涙

を

流

し

て

い

る

写

真

に

「

Ｍ
ａ
ｎ
　ｓ
ｔａ
ｒ
ｔｅ
ｄ
　
ｐ
ｏ
ｌｌｕ

ｔ
ｉｏ
ｎ
.
　
Ｍ
ａ
ｎ

　ｃ
ａ
ｎ

ｓ
ｔｏ
ｐ

　
ｉｔ

．
」

と

あ

っ

た

が

、

汚

染

は

や

む

ど

こ

ろ

か

増

加

の

一

途

を

た

ど

り

、

「

奪

わ

れ

し

未

来

」
「

世

界

の

終

わ

り

」

な

ど

の

本

が

陸

続

と

現

れ

出

て

く

る

。

こ

れ

ら

の

問

題

、

苦

悩

は

人

間

が

原

因

で

あ

る

か

ら

、

人

間

問

題

群

で

あ

り

人

間

が

解

決

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

そ

の

解

決

方

法

は

人

間

の

誤

っ

た

知

行

を

転

換

す

る

し

か

な

い

。

今

こ

そ

群

盲

撫

象

で

争

う

愚

を

や

め

、

泡

沫

人

生

を

無

限

の

大

海

の

ご

と

き

生

命

共

同

体

の

享

受

、

共

受

に

転

換

す

べ

き

秋

で

あ

る

。

地

球

は

今

や

地

球

体

系

規

模

の

地

球

生

命

危

機

を

も

た

ら

す

地

球

問

題

群

を

抱

え

て

倫

理

‐

教

育

の

根

本

的

枠

組

み

転

換

を

必

要

と

し

て

い

る

。

地

球

問

題

群

と

は

地

球

規

模

の

地

球

生

命

の

諸

問

題

（
地

球

温

暖

化

、

生

物

種

絶

滅

、

環

境

汚

染

、

資

源

枯

渇

、

人

口

爆

発

、

食

糧

危

機

、

戦

争

テ

ロ

、

格

差



拡

大

、

価

値

混

乱
、

異

常

犯

罪

、

生

活

不

安

等

）

が

相
互

関

連

し

た
不

可

分

一
体

の
問

題

で

あ

る

こ
と

を

い

い
、

こ

れ

は
人

類

の
文

明

そ

の

も

の

に
起

因

す

る
。

人

類

は

「
物

と

力

の

文

明

」
（
一

万

年

前

の

生

産

革

命

、

五

〇

〇

〇

年

前

の
社
会
革
命
）
、
「
心
と
命
の
文
化
（
c
u
l
t
u
r
e
）
」
（
二
五
〇
〇
年
前
の
精
神

革

命

、

五

〇

年

前

の

環

境

革

命

）

を

発

展

さ

せ

て

き

た
。

前

者

は

有

限

を

競

争

で

分

捕

り

、

後

者

は

無

限

を

協

調

で

分

与

す

る
。

文

明

（
ｃ
ｉｖ
ｉ
ｌｉｚ
ａ
ｔ
ｉｏ
ｎ

＝
都

市

化

）

は

単

純

、

分

明

な

物

、

力

に

よ

っ
て

金

字

塔

人

造

を

作

り

、

複

雑

、

深

遠

な

心

、

命

の

循

環

型

自

然

を

欺

瞞

し

、

犠

牲

と

し

て

き

た

。

都

市

化

は

都

市

国

家

を

生
み

、

内

外

に

差

別

（
身

分

、

人

種

、

奴
隷

、

女

子

等
）
、

搾

取

〈
税

金

、
徴

用

、
植

民

、

乱

獲

等
）
、

殺

戮

（
戦

争

、
死

刑

、

種

滅

等

）

を

し

、

現
代

の
国

民

国

家

に

至

る

ま

で

金

字

塔

機
構

を
強

化

し

、

グ

ル

ー

プ
内

外

に
倫

理

、

教

育

の

適

用

を

峻

別

し

て

い

る
。

二

〇

世

紀

は

「
国

家

の

世

紀

」
、
「
戦

争

の
世

紀
」

と

い

わ

れ

る

が

、
「
国

家
」

の

故

に

「
戦

争
」

が

あ

り

、

国

家

の

外
部

者

に

は

「
不

殺
」
、
「
不

盗
」
、
「
不

偽
」

な

ど

の

倫

理

は

適

用

さ

れ

な

い
。

国

家

は

愛
国

の

名

目

で

差
別

、

搾
取

、

殺
戮

を

教

育

す

る
。

ま

た
国

家

の
枠

を

超

え

て

教

育

権

、

参

政

権

等

は
及

ば

な

い
。

倫

理

の
教

育

は
偏

向

、

逆

行

さ

え

す

る
。

今

や

、

地
球

問

題

群

は

地

球

的

破

局

に
向

か

い

、
旧

来

の
枠

組

み

は
不

適

不
能
と
な
り
、
地
球
的
倫
理
-
 
生
命
的
教
育
へ
の
枠
組
み
転
換
な
し
に
は
そ

の

解

決

は

望

め

な

い
。

こ

こ

に

現

今

の

倫

理

、

教

育

の

根

本

問

題

が

あ

る
。

二
　

原
　

因

軸

時

代

の

文

化

は

そ

れ

以

前

の

「

物

と

力

の

文

明

」

を

「
心

（
知

情

意

、

真
善
美
、
科
学
芸
術
倫
理
）
と
命
（
生
、
聖
＝
全
／
健
全
、
宗
教
）
の
文

化

」

に

一

八

〇

度

の

転

換

を

す

る

が

、

時

所

の

制

限

を

受

け

、

真

理

／

倫

理

は

時

代

社

会

の

限

界

を

持

っ

た

。

倫

理

の

原

語

、
ｅ
ｔ
ｈ
ｏ
ｓ
　（
ｅ
ｔ
ｈ
ｉｃ

，　
Ｅ
ｔ
ｈ
ｉｋ

，

ｅ
ｔｃ

．
」
は

グ

ル

ー

プ

の

「

習

俗

」

で

あ

り

、

そ

の

限

界

を

伴

い

や

す

い

。

そ

の

根

源

は

自

我

中

心

の

限

界

に

あ

る

。

罪

は

自

我

が

一

切

か

ら

離

れ

て

い

る

と

い

う

根

源

的

誤

謬

〈
心

身

世

界

が

縁

起

し

た

も

の

で

あ

り

、

相

依

、

相

対

で

あ

る

と

洞

察

で

き

な

い

根

本

無

明

）
（
罪

ｓ
ｅ
ｐ
ａ
ｒ
ａ
ｔｅ
ｄ
）

に

よ

る

。

自

我

意

識

は

業

（
動

作

と

そ

の

習

慣

に

よ

る

分

別

）

に

よ

る

動

物

に

特

有

で

、

更

に

言

語

を

も

つ

人

間

に

特

殊

強

力

な

も

の

で

あ

る

。

罪

と

罰

、

無

明

と

苦

悩

は

人

間

に

独

特

甚

大

で

あ

る

。

動

物

、

人

間

で

あ

る

故

に

、

身

体

、

精

神

を

も

っ

て

自

我

と

す

る

が

、

こ

れ

ら

は

地

水

火

風

空

等

と

不

可

分

で

あ

り

、

こ

れ

ら

な

し

に

は

存

在

、

機

能

共

に

不

可

能

と

な

る

。

一

切

が

重

々

無

尽

縁

起

の

現

象

で

あ

る

こ

と

が

究

極

の

真

理

〈
勝

義

諦

）

で

あ

り

、

倫

理

（
相

依

、

相

対

‐

共

同

、

共

生

）

と

成

る

べ

き

で

あ

る

。

し

か

し

世

俗

の

真

理

（
世

俗

諦

）

で

は

自

我

は

独

立

不

変

と

さ

れ

、

倫

理

の

出

発

点

に

な

っ

て

い

る

。
「

存

在

」

の

根

本

的

な

「

認

識

」

の

誤

謬

、

無

明

が

出

発

点

と

な

っ

て

「

価

値

」

が

設

定

さ

れ

、
「

行

為

」

が

実

践

さ

れ

る

。

こ

の

過

程

が

人

生

の

諸

苦

、

世

界

の

諸

悪

を

生

み

出

し

て

い

る

（
仏

教

の

十

二

支

で

説

か

れ

る

輪

廻

苦

）
。

こ

の

よ

う

な

自

己

中

心

的

、

利

己

的

な

世

俗

の

真

理

。

倫

理

は

順

次

、

本

―教育の 過去と未来倫理



来
的
な
共
同

社
会
の
家
族
、
利

益
社
会

の
企
業
が
地
方
、
国
家
な
ど
の
グ
ル

ー
プ

に
枠

が
広
げ
ら
れ
、
各
人

各
様
に
使

い
分
け
ら

れ
て

い
る
。
「
国

家
の

世

紀
」

は
歴
史
、
社
会
の
進
化
の
上
で

漸
く
国
家

レ
ベ

ル
に
達
し
た
が
。
今

や

地
球
生
命
体
系
を
根
本
と
し
て
、
地
球
規
模
で
実
現
す
べ
き
地
球

レ
ベ
ル

に
転
換
し
な
け
れ
ば
破
局
に
至
る
窮
況

に
迫
ら
れ
て

い
る
。
巨
大
組
織
化
し

た
宗
教
、
国
家
、
企
業
等
の
集
団
や
そ
れ
を
動

か
す
個
人

の
妄
信
、
盲
動
が

全
体
普
遍
の
真
理
、
倫
理
を
犯
し
、
い
か

に
多
大
の
被
害
損
害

を
も

た
ら
し

て
い
る

か
計
り
知
れ

な

い
（
「
一
国

主
義
」
や

「
原

理
主

義
」

の
利
己
、
罪

悪

は
現

に
見
聞

さ
れ
て

い
る
が
、
「
国
家
」
、
「
宗
教
」

の
再

検
討
、
再
編
成
、

再

超
克
が
不
可

欠
で

あ
る
）
。

教
育
の
分
野
で
も

差
別

（
女
性
、
貧
者
、
人
種
、
言
語
、

知
識
偏
重
、
格

差
拡
大
、
選
別

教
育
等
）
、
搾
取

（
利
己

主
義
、

競
争
原

理
、

優
勝
劣

敗
、

経
済
優
先
、
権
力
崇

拝
、
選
良
課
程
等
）
、

殺
戮

〈
国
家

主
義
、
国

家
主
権
、

愛
国
忠
誠
、
軍

事
教
育
等
）

が
宗
教
、
国
家

、
企
業
、
報
道
機
関
等
に
よ
り

「
隠

れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
」
と
し
て
組
み

込
ま
れ

、
自
ら

の
権
益
を
拡
大
し

よ

う
と
し
て
い
る
。
そ
の
利
権
優
先

は
生
命
軽
視
、
倫
理
無
視

に
い
た
り
、

内
外

に
脱
落
、
逃
避
、
反
動
、
暴
力

、
学
級
崩
壊
、
教
育
破
壊
等
を
生
み
、

責
任
の
擦
り
合

い
、
法
律
の
ね
じ
曲
げ
や
改
変

に
至
る
。
教
育
の
倫
理
、
真

理
を
無
視
し
た
三
毒
を
去
ら
ね
ば
な
ら
な
い

（
教
育
の
主
体
。
目
的
、
手
段

等
も
徹
底
的
な
再
検
討
、
再
編
成
が
不
可
欠
で
あ
る
）
。

三
　

解
　

決

誰

も

何

も

無

か
ら

生

起

し

た

の

で

も

な

く

、

一

切

か
ら

独

立

し

て

存
在

す

る

も

の
で

も

な

い
。

一
切

は
因

縁

生

起

で

あ

り

、

一

切

と
無

限

に
相

依
、

相

対

で

あ

る

。

こ
れ

は
帝

釈

網

に
た

と

え

ら

れ

る

。

イ

ン

ド

神
話

の
最

高

者

、

天

帝

釈

は

世
界

に

網
を

広
げ

る
が

、

そ

の

結

び

目

に
は

水
晶

の
珠

が

あ

り

、

各

々
が

互

い

に
、

一
切

を

、

無

限

に
映

し

あ

っ
て

い
る

。

あ

る

い

は
個

物

と

全
体

を

泡

と

海

に
比

定

し

て
も

よ

か
ろ

う

。

泡

は

か
つ

結

び

、

か

つ
消

え

る

が
、
海
は
い
わ
ば
そ
の
根
源
、
本
性
で
あ
る
。
一
切
は
ビ
ッ
グ
バ
ン
以
来
の

も

の

を
因

縁

と

し

て

、

一

切
生

命

は

遺

伝

子

構

成

を

分

か

ち

合

っ
て

四

〇

億

年

生
き

て

き

て

お

り

、

一
五

〇

億

年

の

因

縁

に
結

ば

れ

て

い
る

。

こ
れ

が

本

来

の

姿

で

あ

る

一
寸

の

虫

に
も

一
寸

の

魂

が

あ

り

、

一
身

の

命

に
も

一
切

の

心

が

あ

る

。

い

か

に

し

て

殺

し

、

盗

む

こ

と

が

許

さ

れ

よ

う

か

（
し

か

も

大

々

的

に

こ

れ

を

行

う

の

が

「
国

家

」
「
宗

教

」

へ
の

狂

信

、
兇

行
で

あ

る
）
。

我

は

克

己
／

無

我

、

全
／

和

に

よ

っ
て

の
み

克

服

さ

れ

る

。

我

見
／

我

執

の

知
／

行

（
真

理
／

倫

理

）
、

部

分

的

な

真

善

美

は

完

全

な

真

理
／

倫

理

で

も

全

体

的

な

真

善

美

で

も

な

い

。

無

我

の

全
体

／

健

全
が

普

遍

的

真

理
／

倫

理

に
安

住

で

き

れ

ば

問

題

は

起

き

な

い

。

山
川

、

草
木

は
真

理
／

倫

理

を

全

う

し

て

お
り

、

動

物

、

人

間

は

こ

れ

に

反

っ
て

抗

し

、
逆

ら

っ
て

い
る

。

全

体

的

自

然

の

道
理

、

普

遍

的

人

間

の

倫

理

に
目

覚

め
て

生
き

る
道

程

が

教

育

の
根

本

的

課
題

で

あ

る
。

真

理

に
徹

底

し

た
真

人

、

倫

理

を

全
う

す

る

聖

人

に
育

っ
て

こ

そ

、

一
切

と
共

に
育

ち

、

育

て

、

教

え

る

こ

と
が

可

能

と

な

る

。

宗
教
は
本
来
そ
の
よ
う
な
崇
高
な
教
え
で
あ
り
、
聖
（
h
o
l
y
）
に
再
帰
、

再

－

結

合

〈
ｒ
ｅ
-
ｌ
ｉｇ
ａ
ｒ
ｅ
　
：
　
ｒ
ｅ
ｌｉｇ
ｉｏ
ｎ
）

す

る

こ

と

で

あ

る

。

そ

れ

は

「
畢



竟

」
「
究

極

」

の
真

理

、

倫

理

に

結

合

、

合

一

し

て

「
安

心

、

立

命

」

す

る

こ

と

で

あ

る

。

そ

れ

は

「
全

体

（
w
ｈ
ｏ
ｌ
ｌｙ
）

の

智

恵

」
、
「

健

全

（
w
ｈ
ｏ
ｌｅ
-

s
o
m
e
）
の
実
践
」
で
あ
り
、
教
育
の
究
極
で
な
く
て
何
で
あ
ろ
う
か
。

ブ

ッ
ダ

は

「
宗

教

と

は
修

習

で

あ

る
」

と

言

わ

れ

、

鈴

木

慎

一

は

「
育

の

な

い

教

育

は

教

育

で

は

な

い
」

と

言

わ

れ

た

。

利

己

の

利

益

を

押

し

付

け

る

議

論

、

行

動

の

前

に

自

ら

育

ち

、

共

に
育

つ

こ

と

が

不

可

欠

で

あ

る

。

真

理

、

倫

理

の

現

成

は

誰

に

も

、

ど

こ

で

も

、

い

つ

で

も

可

能

で

あ

り

、

初

中

後

に

善
で
あ
る
こ
と
は
「
来
た
り
、
見
よ
！
」
と
ブ
ッ
ダ
が
言
わ
れ
た
と
お
り
で

あ

り

、

ま

た
先

人

が

実

証

し

た

と

お

り

で

あ

る

。

誰

で

も

た

だ

座

れ

ば

我

見

、

我

執

、

我

慢

の
出

て

く

る

前

の

本

来

の

面

目

を
見

る

こ

と

が

で

き

、

業

風

に

靡

か

ず

、

寒

暑

に

耐

え

て

数

千

年

生

き

る

「
庭
前
の
柏
樹
子
」
の
ご
と
く
成
れ
る
。
業
を
や
め
て
坐
禅
瞑
想
に
入
れ
ば
、

本
来

の

無

分

別

、

無

束

縛

に
戻

る

こ

と

が
で

き

、
無

我

、
不

死

の

涅

槃

を

実

証

し

、

明

悟

を

体

得

で

き

る

の

で

あ

る
。

そ
こ

に

「
尽

十
方

一

穎

明

珠

」

の

境
涯

が

現

成

し

「
山

河

大

地

心
」

も

完

成

さ
れ

る
。

大

地
大

海

の

心

が

育

成

さ
れ

れ

ば

環

境

問

題

群

、

人

間

問
題

群
も

解

消

さ
れ

よ

う
。

小

知
偏

重

の
狂

育

か

ら

、

大

行

尊

重

の

共

育

に
至

れ

ば

人

間

問

題

も

解

決

さ
れ

る
。

教

育

は

し

た

が

っ
て

無

我
／

全

体
／

健

全

の

教

授

と

受

育

で

あ

る
。

教
育

の
五

原

則

（
鈴

木

慎

一

「
才

能

の

法

則

」

は

、

よ

り

善

い
指

導

、

よ

り

善

い

方
法

、

よ
り

善

い

環

境

、

よ

り

早

い

教

育

、

よ

り

多

い

訓

練

）

は
理

想

的

に

は
無
我
の
健
全
体
系
に
徹
し
た
「
存
在
―
法
則
―
世
界
」
（
仏
―
法
―
僧
）

に
な
ら
う
「
早
習
―
多
修
」
の
二
つ
（
修
習
）
を
加
え
た
も
の
と
な
る
。
即

ち
、

妄

執

に

よ

り

限

界

あ

る

も

の

か
ら

真

修

に

よ

り

無

限

の

も

の

と

な

る

「
可
能
性
の
陶
冶
、
引
き
出
し
（
e
d
u
c
a
t
i
o
n
）
」
で
あ
る
。
あ
る
い
は
「
習

い
性

と

な

っ
た

」

三

毒

の
悪

習

、

悪

業

を

や

め

る

「
退

歩

の
学

道

」

で

も

あ

る

（
減

悪

、

不

生
悪

、

増

善

、

生

善

は

四
正

勤

と

い

わ
れ

る
）
。

し

た

が

っ

て
、

師

資

（
教

師

学

生

）

は
社

会

自

然

環

境

と
共

に
修

行

覚

悟

が

必

須

で

、

こ
れ

に

よ
り

業

体

か
ら

法
身

に
誰

で

も

至

る
こ

と

が

で
き

る

。

そ

こ

に
自

己

中

心

の
有

限

の

泡

沫

は
消

え

、

無

限

の
大

海

生

命

が

現

れ

、
利

己

の

錯

誤

、

束

縛

を

離

れ

る

こ

と

が
で

き

る
。

物

質

と

権

力

を

買

う
、

文

字

ど

お

り

の

金

字

塔

構

造

「
文

明

」

の
五

禍

（
錯

誤

、

束

縛

、

差

別

、
搾

取

、

殺

戮

）

か

ら

循

環

的

生

命

「
文

化
」

の
五

福

（
覚

醒

、

自

由

、

平

等
、

博

愛

、

平

和

）

に

至

る

こ

と

が

で

き

る
。
「
個

人

主

義
」
、
「
資

本

主

義

」
、
「
原

理

主

義

」

等

の

部

分

主

義

、

教

条
主

義

が

聖

性

も
正

義

も

な

い

こ

と

は

論
を

ま

た

な

い

。
「
戯

論

は

決

裂

し

、

行

動

は
結

合

す

る

」

の

で

あ

り

、

倫

理

、

戒

律

を

守

る

こ

と

、

実

行

が

救

済
、

天

的

生

命

へ

の

契

約

、

確

約

と

な

っ
て

い
る

の

で
あ

る

。

ガ

ン
ジ

ー

は

「
平

和

へ
の

道

は

な

い

、
平

和

が

道

で
あ

る

」

と

言

っ

た

。
五

禍

を

ま

ず

実

際

に
や

め
る

こ

と

で

あ

る

。

そ

う
し

な

け

れ

ば
五

福

は
実

現

し

な

い

。

地

球

問

題
群

即

ち
人

間

問

題

群

の

解

決

は
人

間

の
教

育

に
あ

る
。

文

明

環

境

に
育

っ

た
大

人

は
文

化

的

に
は

未

熟

で
あ

っ
て

、

自

ら

変

わ

り

育

つ

こ

と

が

不

可

欠

で

、

こ
れ

無

し

に
は

教

え

る

こ

と
は

で

き

な

い
。

聖

性

＝
全
体

的

健
全
性
（
ｈ
ｏ
ｌ
ｙ
　
=
　
w
ｈ
ｏ
ｌ
ｌ
ｙ
＋
w
ｈ
ｏ
ｌ
ｅ
ｓ
ｏ
ｍ
ｅ
）
を
体
得
し
て
は
じ
め
て
大
人

（
真

人

、

聖

人

、

全

人

）

と

い
え

、

こ

こ

に

初

め

て

真

理

、

倫

理

の
教

授

、

教育の 過去と 未来倫理37 1



育

成

が

可

能

と

な

る

。

こ

こ

に

解

決

、

救

済

が

あ

り

、

即

今

当

所

の

極

楽

、

地

上

の

天

国

／

楽

園

が

実

現

さ

れ

る

。

聖

性

は

宗

教

が

目

指

す

も

の

で

あ

る

が

、

そ

れ

は

一

切

と

共

、

友

で

あ

る

こ

と

で

あ

る

°
　
Ｍ

ｉｔｒ
ａ

，
　
Ｍ

ｉｔ
ｈ
ｒ
ａ

，　
Ｍ
ａ
ｉｔ
ｒ
ｅ
ｙ
ａ

，　
Ｍ

ｅ
ｓ
ｓ
ｉａ
ｈ

等

の

未

来

仏

、

救

済

者

は

一

切

の

可

能

性

を

無

限

に

引

き

出

す

教

育

の

仕

事

で

あ

り

、

極

楽

浄

土

は

常

に

こ

の

世

界

に

実

現

す

べ

き

倫

理

の

課

題

で

あ

る

。

人

間

も

狼

に

育

て

ら

れ

れ

ば

、

狼

に

等

し

く

無

限

の

可

能

性

か

ら

能

力

を

引

き

出

す

。

松

の

こ

と

は

松

に

聞

き

、

戒

香

を

時

所

を

超

え

て

嗅

ぐ

の

は

、

一

切

が

命

を

共

に

し

、

心

を

友

と

し

て

き

た

か

ら

で

あ

る

。

四

〇

億

年

来

の

遺

伝

子

を

分

け

合

う

生

命

共

生

者

で

あ

る

か

ら

、

星

の

真

、

花

の

美

、

戒

の

善

、

定

慧

の

聖

も

可

能

と

な

る

。

解

決

は

本

性

に

帰

る

こ

と

で

あ

る

。

四
　

方
　

法

地
球
時
代
に
あ
っ
て
は
個
我
．
個
群
（
国
家
、
種
族
、
宗
族
等
）
を
超
え

て
地

球
生
命
に
習

っ
た
真

理
の
覚
醒
生
活
（
５
ｓ

）
を
す

る
必
要

が
あ
る
．

５
ｓ

は
、

S
y
s
t
e
m
i
c
　
　
　
　
一
体
シ
ス
テ
ム
と
し
て

S
u
s
t
a
i
n
a
b
l
e
　
維
持
可
能
で

S
a
v
i
n
g
　
　
　
　
　
節
約
一
救
済
し

S
a
f
e
　
　
　
　
　
　
安
全
で

S
i
m
p
l
e
　
　
　
　
　
簡
素
な
生
活

こ
れ

に
対
応
し
地
球
原
理

に
な
ら

っ
た
地

球
倫
理

（
５
Ｌ
）

の
枠
組
み

を

採
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

５
Ｌ
は
、

L
a
w
　
　
　
　
　
　
縁
起
法
則
に
よ
り

L
i
f
e
　
　
　
　
　
　
生
命
尊
重
し

L
o
v
e
　
　
　
　
　
愛
情
で
分
か
ち
合
い

L
i
b
e
r
a
t
i
o
n
　
　
　
執
着
か
ら
解
放
さ
れ

L
i
e
l
e
s
s
n
e
s
s
　
　
　
嘘
を
つ
か
な
い
人
生

地
球
倫
理
と

は
一

九
九
三

年
、
第
二
回
世
界
宗
教
会
議
は
「
地

球
倫
理
宣

言
」
を
発
し

た
が
、

こ
れ
は
諸
宗
教
共
通
の
倫
理
、
一
、
不

殺
、
二
、
不
盗
、

三
、
不
偽
、
四

、
不

淫
の
最

後
を
「
男
女
の
平
等
な
共
同

精
神
」

と
し

た
四

箇
条
を
全
て

の
人
が

守
る
よ
う
要
請
し

た
も
の
で
あ
る
。

右
記

の
５
Ｌ

は
、

こ
れ
に
根
本
原
理
／

法
則
で
あ
る
因

果
法
／

縁
起
法

の

L
a
w
を
加
え
て
、
対
応
の
５
Ｓ
や
、
以
下
の
５
Ｒ
、
５
Ａ
に
合
わ
せ
五
つ

の
Ｌ

に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

一
切

は
因

縁
生
起
（
縁
起
）
で
あ
る
と
い
う
普
遍
真
理
に
従

っ
て
、
地
球

思
考
（
情
報
流
）

５
Ａ

は
、

Ａ
ｃｃ
ｅ
ｓ
ｓ
　
　
情
報
取
得

Ａ
ｓｓ
ｅ
ｓｓ
　
　
評
価

A
g
r
e
e
　
　
同
意

Ａ
ｄｖ
ｉｓｅ
　
　
忠
告

A
m
e
n
d
　
修
正
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地
球
行
動
（
物
資
流
）

５
Ｒ

は
、

Ｒ
ｅ
ｄｕ
ｃ
ｅ
　
　
　
　

削
減

R
e
u
s
e
　
　
　
　
再
利
用

Ｒ
ｅ
ｃｙ
ｃ
ｌｅ
　
　
　

再

循
環

R
e
a
r
r
a
n
g
e
　
　
再
調
整

Ｒ
ｅ
ｓ
ｔｏ
ｒｅ
　
　
　

再

生

と
い
っ
た
原
則
を
教
え
育
て
る
こ
と
が
教
育
の
根
本
的
課
題
で
あ
る
。

部
分
か
ら
全
体
へ
の
枠
組
み

転
換
は
倫
理
の
み
な
ら
ず
教
育
に
お
い
て
も

必
須
で

あ

っ
て

、
小
我
、
短
期
、
浅
慮
の
物
、
力
、
そ
れ
を
買
う
金
の
た
め

の
知
識
偏
教
か
ら
、
全
体
、
健

全
、
無
限
の
真
、
善
、
美
の
智
恵
全
育
を
自

他
、
初
中
後
に
求
め
、
究
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
幼
稚
低
級
な
も

の
の
枠
組
み
に
は
め
ら
れ
な
い
、
陥
落
さ
れ
な

い
教
育
を
修
習
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
才
能
教
育

の
教
育
現
場

で

は
、
「
一

人
の
脱
落
も
出

さ

な
い
教
育
を
実
践
」
し
て

い
る
。
「
急

い
て

事
を
為

損
じ
」
な

い
。
包

括
的

共
生
、
包
容
的
共
育
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
共
育
は
学
校
だ
け
で

な
く
、
家
庭
、
地
方
、
国
家
、
国
際
、
自
然
の
全
領
域
で
協
議
、
協
力
、
共

調
、
共
働
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

結
　
　

論

過
去
現
在
に
は
大
海
の
ご
と
き

無
限
の
生
命

シ
ス
テ

ム
の
真
理
、
倫
理
で

は
な
く
、
泡
沫
の
ご
と
き

限
界

あ
る
我

見
、
我
執
で
妄
執
で
争
っ
て
き
て

い

る
。

真

理

、

価

値

、

倫

理

の

偏
見

、

偏
執

を

全
体

見

、

健

全

道

に

今

こ

そ
枠

組

み

転
換

し

、

一
切

が

共

＝

友

と

な

る
極

楽
／

浄

土
を

修

証

、

教

育

し

な
け

れ

ば

未

来

は
な

い
。

自

我

と

自

我

集

団

（
グ

ル

ー

プ

）

の
小

、

短
見

、

迷

、

妄

信

、

軽
挙

盲

動

の
枠

組

み

か
ら

、
地

球

と

宇

宙

規

模

の

シ
ス

テ

ム

の
大

、
長

観

、
確
、
正

信

、

如
法
動
作
の
枠
組
み
へ
真
理
、
倫
理
を
転
換
し
真
の
自
由
（
ｆ
ｒ
ｅ
ｅ
-
d
o
m
,

Ｓ
ａ
ｎ
ｓ
ｋ
ｒ
ｉｔ
　
:　
ｐ
ｒ
ｉｙ
ａ
-
ｄ
ｈ
ａ
ｍ
ａ
ｎ

「

親

愛

の

領

域

、

親

し

く

知

り

、

愛

情

の

世

界

に
あ

る
」

を

得

、

平

等

、

愛

情

、
平

和

、

即

ち
、

五

福

が

普

遍

的

に
実

現

さ

れ

る
世

界

が

教

育

‐

共
育

の
目

標

、
価

値

で
あ

り

、

実

践

、

実
証

で
あ

る
。

真

理

と

倫

理

は

不

可

分
で

あ

り

倫

理

の
教

育

こ
そ

教

育

の

倫

理

で
あ

り

、

不

可

分

、

不

可

成

で

あ

る
。
「
国

家

百

年

の
計

は

教

育

に
あ

り

」
「
宇

宙

無

窮

の

計

は

教

育

に
あ

り

」
「
真

理

な

く

し

て

倫

理

な

く

、

倫

理

な

く

し

て

真

理

な

し

。
」
「
知

行

合

一
は

教
育

に

あ
り

。
」

部

分

か
ら

全
体

へ
、

限
界

の
金

字

塔
文

明

か
ら

無

限

の

生

命

系
文

化

へ

の

枠

組

み

転

換

は
、

即

今

当

処

に
真

理

、

倫
理

が
誰

に
も

可

能

で

あ

る

こ

と

に

安

心

、

立

命

し

て

、

当
面

以

下

の

目
標

を

掲

げ

ら

れ

よ

う

。

〈
物
-
カ
か
ら
）
心
-
命
の
教
育
へ

（
競

争

か
ら

）
「
共

生

」

の
教

育

ぺ

（
他

律

か
ら

）

自

治

の
教

育

へ

こ

れ

は

自

他

共

に
、

初
中

後

に
真

善
美

聖

一
体

に
完

成

で
き

る
真

理

、

倫

理

の

自

覚

、

自

治

で

あ

る
。

こ
こ

に
、

個

々

一
切

が

全

体
共

生

進
化

の
宇

宙

倫理 －教育の過去と未来

生

命

の

歴

史

に

全

体
調

和
／

均

衡

（
w
ｈ
ｏ
ｌ
ｌｙ
）
健

全

融

和
／

代

謝

（
w
ｈ
ｏ
ｌｅ
-



s
o
m
e
）
を
も
っ
て
、
全
的
体
系
（
ｈ
ｏ
ｌ
ｙ
　
ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
e
m
）
の
全
的
生
命
／
生
活

（
ｈ
ｏ
ｌ
ｉｓ
ｔ
ｉｃ
　
ｌｉ
ｆｅ
）

可

能

と

な

る
。

人

間

と

し

て

生

ま

れ

る
こ

と

は

、

海

の

底

に

す

む

目

の

見

え

な

い
亀

が

百

年

に

一

度

海

面

に

浮

上

し

偶

々
、

当

て

所

な

く

さ

ま

よ

う

浮

き

木

の

穴

に

首

を

は

め

る

程

に

難

し

い
稀

な

こ

と

で

あ

る

が

、

更

に
稀

で

難

し

い
こ

と

は

目

覚

め

の

道

（
仏

道
）

に

遇

う

こ

と

で

あ

る

と

、
「
盲

龜

浮

木

」

の

譬

え

を

も
っ
て
、
「
無
明
長
夜
」
か
ら
目
覚
め
る
こ
と
の
困
難
を
ブ
ッ
ダ
は
諭
さ
れ

た
。一

人

一

人

の

業

は
気

づ

か

れ

な

く

と

も

、

共

業

は

甚

大

な
結

果

を

ま

ね

く

。

社

会

か

ら

教

育

さ

れ

た
三

毒

（
貪

瞋

痴

）

を

目

覚

め

の

道

の
三

学

（

戒

定

慧

）

で
再

教

育

し

、

知

行

を

覚

道

に

修

行

し

極

楽

浄

土

の

世

界

を

享

受

す

る

こ

と

が
畢

竟

の

所

で

は

な

い

で

あ

ろ

う

か

。

三

心

（
大

心

、

老

心

、

喜

心

）

を

修

証

す

る

の

が

新

し

い

「
倫

理

―
教

育

」

で

あ

る

。

自

己

本

来

の

生

命

は

一
切

時

処

と

共

生

の

大

海

の

如

き

も

の

で

、

泡

沫

と

誤

認

せ

ず

、

全

的

健

全

に

発

現

機

能

さ

せ

る
こ

と

で

あ

り

、

そ

こ

に

教

育

の

機

能

が

あ

る
。

「

不
死

へ

の

道

は

目

覚

め
で

あ

り

。

死

ぺ
の

道

は

目

覚

め
て

な

い
こ

と

。

目

覚

め

ぬ
者

は
死

者

の

ご
と

く

、

目

覚

め

た
者

は
死

ぬ
こ

と

が

な

い
。
」

（
法

句

経

）

（
―
）
　
吉
田
収
著

「
目
覚

め
の
道
」
（
北
樹
社
．

東
京
、
一
九
九
三
）
、
Ｈ

・
キ
ュ
ー

ン

グ
／

Ｋ

・
Ｊ

・

ク

シ

ェ
ル

編

著

、

吉

田

収

訳

「
地

球

倫

理

宣

言

」
（
世

界

聖

典
刊
行
協
会
、
東
京
一
九
九
五
）
、
「
地
球
倫
理
―
人
類
の
未
来
の
た
め
に
」

（
世

界

聖

典
刊

行

協

会

、

東

京

、

一

九

九

四

）
、

Ｈ

・

キ

ュ
ー

ン
グ

著

、
吉

田

収

訳

「
今

こ

そ

地

球

倫

理

を

」
（
世

界

聖

典

刊

行

協

会

、

東

京

、

一
九

九

七

）

等

参

照

。

（
２

）
　
同

上

、

吉

田

収

「
仏

戒

と

地

球

倫

理
」
（
印

度

学

仏

教

学

年

報
、

五

〇
－

一
。

日

本

印

度

学

仏

教

学

学

会

、

東

京

、

二
〇

〇

二

）

等
参

照

。

（
３

）
　

「
地

球

倫

理

宣

言

」

で

は

「
四

つ

の
取

り

消

し

不

能
の

教

令

」

と

し

て
、

１
　
非
暴
力
と
生
命
の
尊
重
の
文
化
へ
の
献
身

２
　

一
致

団

結

と

公

正

な

経

済

秩

序

の
文

化

へ

の

献

身

３
　

寛

容

と

真

実

の

生

活

の

文

化

へ

の
献

身

４
　

男

女

の

平

等

な

権

利

と

共

同

精

神

の
文

化

へ

の

献
身

と

章

立

て

し

て

い

る
。

な

お

、

元

国

家

元

首

、

学

者

等

に

よ

り

構

成

さ

れ

る

Ｉｎ
ｔｅ
ｒ
ａ
ｃ
ｔ
ｉｏ
ｎ
　
Ｃ
ｏ
ｕ
ｎ
-

ｃ
ｉ
ｌ
は

「
地

球

倫
理

宣

言
」

に
な

ら

っ
て

「
普

遍

人

間

権
利

宣

言

」
（
世

界

人

権

宣

言

）

に
対

応

す

る

も

の

と

し

て

そ

の
五

〇

周

年

に

発
布

す

る

よ

う

に

「
普

遍

人

間

義

務

宣

言

」

を

作

成

し
国

連

に

提
出

し

た
が

、

利

国

主

義

に
よ

っ
て
未

だ

に
実

現

し

て

い
な

い

（
こ

れ

が

公

布

さ
れ

れ
ば

戦

争

は
出

来

な

く

な

る

）
。

T

ｈ
ｅ

　

Ｐ
ａ

ｓ
ｔ

　
ａ

ｎ

ｄ

　

Ｆ

ｕ

ｔ
ｕ

ｒ
ｅ

　
ｏ

ｆ
　

Ｅ

ｔ
ｈ

ｉｃ
-

Ｅ

ｄ
ｕ

ｃ
ａ

ｔ

ｉｏ

ｎ

 
-

　

Ｐ
ａ
ｒ
ａ

ｄ

ｉｇ

ｍ
　

Ｓ

ｈ
ｉ
ｆ
ｔ

Ｎ

ｏ
w
!

（

よ

し

だ

・

お

さ

む

、

宗

教

学

・

倫

理

学

、

東

洋

大

学

教

授

）
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